産業廃棄物処理施設の技術上の基準
個別基準（指導要綱　構造基準に関する基準　第５　３）
	項　　目
	申請内容

	１．構造耐力
	

	２．腐食防止
	

	３．飛散、流出及び悪臭防止
	

	４．騒音及び振動防止
	

	５．受入設備及び貯留設備
	

	６．廃油の油水分離施設
	

	７．発酵施設
	

	８．廃油の蒸留、精製施設
	

	９．その他の設備
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個別基準（指導要綱　構造基準に関する基準　第５　３）
	項　　目
	基　　準

	１．構造耐力
	自重、積載荷重その他の荷重、地震力及び温度応力に対して構造耐力上安全であること。

	２．腐食防止
	産業廃棄物、産業廃棄物の処理に伴い生ずる排ガス及び排水、施設において使用する薬剤等による腐食を防止するために、必要な措置が講じられていること。

	３．飛散、流出及び悪臭防止
	イ　産業廃棄物の飛散及び流出並びに悪臭の発散を防止するために必要な構造のものであり、又は必要な設備が設けられていること。

ロ　悪臭の発散防止については、排出口及び敷地境界線における臭気濃度を「悪臭防止対策の指針」（昭和５６年６月２０日大第９０号）に定める基準以下とし、必要に応じ適切な脱臭措置を設けること。

ハ　産業廃棄物の破砕、粉砕等により粉じんの発生する恐れのある場合には、粉じん防止装置を設けること。

	４．騒音及び振動防止
	イ　著しい騒音及び振動を発生し、周囲の生活環境を損なわないものであること。

ロ　騒音及び振動防止については、敷地境界線における騒音及び振動を騒音規制法及び振動規制法並びに当該市町村公害防止条例に定める規制基準以下とし、必要に応じ適切な防音又は振動防止装置を設けること。

	５．受入設備及び貯留設備
	イ　産業廃棄物の受入設備及び処理された産業廃棄物の貯留設備は、施設の処理能力に応じ、十分な容量を有するものであること。

ロ　産業廃棄物及び産業廃棄物に接触した水が地下に浸透しない構造であること。

	６．廃油の油水分離施設
	廃油の油水分離施設を設置する場合は、１．から５．のほか、脱臭設備として燃焼設備、スクラバー等を設置すること。また、油水分離施設において加熱工程を有する場合は、加熱工程で発生する揮発性成分について、大気放散しない構造とすること。

	７．発酵施設
	発酵施設（堆肥化施設、飼料化施設を含む。ただし、木くずのみを処理する堆肥化施設は除く。）を設置する場合は、１．から５．のほか、次のとおりとする。
1 受入廃棄物及び処理後物の保管施設は屋内に設置することとし、建屋は閉鎖できる構造とすること。

2 発酵施設は屋内に設置することとし、建屋は閉鎖できる構造とすること。

3 脱臭設備として燃焼設備、スクラバー等を設置すること。

	８．廃油の蒸留、精製施設
	廃油の蒸留、精製施設を設置する場合は、１．から５．のほか、脱臭設備として燃焼設備、スクラバー等を設置すること。

	９．その他の設備
	上記以外の処理施設を設置する場合は、１．から５．のほか、取り扱う産業廃棄物及び施設の稼働による生活環境保全上の支障が生じない施設とすること。


